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議案第46号

東久留米市廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正する条例

上記の議案を提出する。

平成28年6月9日提出

東久留米市長並木克巳

東久留米市廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正する条例

（東久留米市廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部改正） ’

第1条東久留米市廃棄物の処理及び再利用に関する条例（平成4年東久留米市条例第2

8号）の一部を次のように改正する。

第46条を第47条とし、第43条から第45条までを1条ずつ繰り下げ、第8章中

第42条の次に次の1条を加える。

（共同住宅の廃棄物保管場所等の設置）

第43条専ら居住の用に供する建物で住戸を2戸以上有するもの（以下「共同住宅」

という。）の所有者又は当該建物の管理業務を行っている者若しくは事業者（以下｢管

理者」という｡）は、当該共同住宅に家庭廃棄物及び資源物の保管場所並びに保管設備

を設置しなければならない。ただし、市長が特に認めた場合は、この限りでない。

2共同住宅の所有者又は管理者は、前項の規定により保管場所及び保管設備を設置し

たときは、規則の定めるところにより、市長に届け出なければならない。

第2条東久留米市廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を次のように改正する。

第2条第2項に次の1号を加える。

（9） 不法投棄法第16条の規定に違反する行為をいう。

第15条を次のように改める。

（遵守協力義務）

第15条土地又は建物の占有者（占有者がいない場合には、当該土地若しくは建物の

管理業務を行っている者又は事業者とする。以下「占有者」という｡）は、その占有し、

又は管理する土地若しくは建物内の家庭廃棄物及び資源物を種別ごとに分別し、所定

の場所に持ち出す等第19条に規定する計画を守らなければならない。

2 占有者は、市長の指定する家庭廃棄物を排出するときは、市長の指定するごみ袋(以

下「指定収集袋」という｡）を使用しなければならない。

3 占有者は、家庭廃棄物が飛散し、流出し、及びその悪臭が発生しないようにすると

ともに、家庭廃棄物を持ち出しておく所定の場所を常に清潔にしておかなければなら
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ない。

4占有者は、その占有し、又は管理する土地若しくは建物内にみだりに廃棄物を捨て

られないよう適正な管理に努めるとともに、外部から廃棄物が捨てられたときは、自

らの責任において処理しなければならない． ◎

第16条第1項中『前条第2項に規定する袋等に」を削る。

第26条を次のように改める。

（廃棄物処理手数料等）

第26条市長は、廃棄物の処理に関し、占有者から別表に掲げる廃棄物処理手数料を

徴収する。

2市長は、前項に規定する手数料（指定収集袋により排出するものに限る。以下この

項において同じ｡）をあらかじめ納付した者又は第28条の規定による手数料の減免を

受けた者に指定収集袋を交付する。

3 ．市長は、第1項に規定する手数料（し尿及び粗大ごみに係るものに限る｡）をあらか

じめ納付した者に処理券を交付する。

4既に納付した手数料は、還付しない。ただし、し尿及び粗大ごみに係る手数料は規

則で定めるところにより、その全部又は一部を還付することができる。

第26条の2を削る。

第27条を次のように改める。

第27条＃削除

＝第47条を第51条とし、第44条から第46条までを4条ずつ繰り下げる。

第9章を第10章とし、第8章の次に次の1章を加える。

第9章不法投棄の防止等

（不法投棄の防止） ・

第44条市長は、生活環境の保全を図るため、不法投棄の早期の発見及び情報の入手

に努めるものとする。

2市長は、廃棄物の不法投棄をされないようにするため、市民及び事業者に協力を求

めることができる。

3市長は、市が管理する公共施設等に不法投棄をしている者又は不法投棄をした者に

対し、当該不法投棄をした廃棄物の除去を勧告することができる。

4市長は、前項の規定による勧告を受けた者が正当な理由なく当該勧告に従わない場

合は、次の各号に掲げる事項を公表することができる。

（1） 当該勧告に従わない者の氏名及び住所(当該者が法人である場合にあっては、

その名称並びに主たる事務所の所在地及び代表者の氏名）

（2） 当該勧告の内容

5市長は、市が管理する公共施設等に不法投棄された廃棄物等を市が撤去した場合、

当該不法投棄をした者に対し、撤去に要した費用の全部又は一部を負担させることが

○

○



できる。

（資源物の持去りの禁止）

第45条市長が指定する事業者等以外の者は、第15条第1項の規定により所定の場

所に持ち出された資源物を持ち去ってはならない。

2市長は、市長が指定する事業者等以外の者が前項の規定に違反して資源物を持ち去

ったときは、その者に対し当該行為を行わないよう勧告することができる。

3市長は、前項の規定による勧告を受けた者が、その勧告に従わなかった場合は、次

の各号に掲げる事項を公表することができる。

（1） 当該勧告に従わない者の氏名及び住所(当該者が法人である場合にあってば、

その名称並びに主たる事務所の所在地及び代表者の氏名）

（2） 当該勧告の内容

第10章中第48条の前に次の2条を加える。

（改善勧告）

第46条市長は、占有者が第15条の規定に違反していると認めるときは、その占有

者に対し、期限を定めて、必要な改善その他必要な措置をとるべき旨の勧告をするこ

とができる。

（収集拒否）

第47条市長は、占有者が前条に規定する勧告があった後において、なお、当該勧告

に係る措置をとらなかったときは、当該家庭廃棄物の収集を拒否することができる。

付則の次に次の別表を加える。

別表（第26条関係）

C
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区分 廃棄物処理手数料

家庭廃棄物

鮨定収集袋によ
り排出するもの）

燃やせるごみ

燃やせないごみ

容器包装プラスチック

ミニ袋（5 ノットル相当） 1枚当たり 10円

小袋(10 Jツトル ﾖ当） 1枚当たり･20円

中袋（20 ノツトル相当） 1枚当たり 40円

･大袋(40 Jツトル； 目当） 1枚当たり 80円

小袋（10 当） 1枚当たり 20円

中袋(20 Iツトル相当） ．1枚当たり 40円

小袋（10 Jツトル相当)ユ枚当たり 10円

中袋(20 Jツトル相当） 1枚当たり 20円

大袋（40リットル相当） 1枚当たり 40円

事業系一般廃ヨ 吾物 1キログラム当たり 52円

し尿
一般くみ取世帯

上記以外のくみ取便槽

1便槽1回当たり 2,000円
'

36リットル当たり 700円

粗大ごみ 品目別に規則で定める額



付則

（施行期日）

1 この条例は、平成28年7月1日 （以下「施行日」という｡）から施行する。ただし、

第2条の規定は、平成29年7月1日から施行する。

（経過措置）

2施行日において現に共同住宅の所有者又は管理者である者は、速やかに第‘1条の規定

による改正後の東久留米市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例第43条第1項の規

定による保管場所及び保管設備の設置並びに同条第2項の規定による届出を行うものと

する。

（東久留米市宅地開発等に関する条例の一部改正）

3東久留米市宅地開発等に関する条例（平成17年東久留米市条例第28号）の一部を

次のように改正する。

第29条を次のように改める。

第29条削除

（準備行為）

4第2条の規定による改正後の東久留米市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例第2

6条第2項の規定による処理手数料の徴収及び同条第3項の規定による指定収集袋の交

付は､平成29年7月1日以前においても、これらの規定の例により行うことができる。

○

（提案理由）

家庭廃棄物の処理について指定収集袋の導入による有料化の実施に伴い、規定を整備す

る必要がある。

○

、

〃

1
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告に従わなかった場省ロ ま､次の各号

に掲げる事項を公表することができる

（1） 当該勧告に従わない者の氏名及び住月
ｲ当華去舘津人毛鵡系理会1Fふへてぼ牙

の名称並びに主たる事務所の所在地及〔

一
一
一
（改善勧告)

第46条市長は､占有者が第15条の規定に遥
反していると認めるときは、その占有者に弗

し、期限を定めて、必要な改善その他必要な； 昔

置をとるべき旨の勧告をすることができる。

（収集拒否）

篭47毛市長は、占有者が前条に規定する勧告
があった接において‐なお、当該勧告に係る措

集を拒否することができる。

(報告の徴収）

48条
一
市長は、法第18条に規定するものの

ほか、この条例の施行に必要な限度において、

占有者その他関係者に対し、必要な報告を求め

る事ができる。

(立入検査）

49条市長は、法第19条第1項に規定する

もののほか、この条例の施行に必要な限度にお

いて、その職員をして必要と認める場所に立ち

入り、廃棄物の減量及び処理に関し、必要な帳

簿書類その他の物件を検査させることができ

る ｡

及び3 （現行のとおり）

(清掃指導員） ．

50条市長は、前条並びに廃棄物の処理及び
減量に関する指導の職務を担当させるため、規

則で定めるところにより、清掃指導員を極く。

(委任）

昼1鑿この条例に規定するもののほか、この
条例の施行について必要な事項は、規則で定め

る ◎
表（第26条関係） ．
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第1条による改正

東久留米市廃棄物の処理及び再利用に関する条例新旧対照表

く

C

改正案 ． 現行

第1章総則

第1条から第42条まで （現行のとおり）
（共同住宅の廃棄物保管場所等の設慨）

壷4-旦全専ら居住の用に供する建物で住戸を

三
一
一
一

限りでない。

且共同住宅の所有者又は管理者は、前項の規定

一
一
なければならない。

第9章雑則 ．

(報告の徴収）

第44条市長は、法第18条に規定するものの

ほか、この条例の施行に必要な限度におい

占有者その他関係者に対し、

る事ができる。

(立入検査）

必要な報告を

て、

求め

箒45条市長は、法第19条第1項に規定する
もののほか、この条例の施行に必要な限度に詣

いて、その職員をして必要と認める場所に立ち

入り、廃棄物の減量及び処理に関し、必要な帳

簿書類その他の物件を検査させることができ
る。

2及び3 （現行のとおり）

(清掃指導員）

篇46条市長

減量に関する

は、前条並びに廃棄物

指導の職務を担当させ

の処理及び

るため、規

則で定めるところにより、清掃指導員を趣く。
(委任）

富47条こ

条例の施行

る。

の条例に

について

規定するもののほか、

必要な事項は、規則で

この

定め

第1章総則

第1条から第42条まで （略）

第9章雑則

(報告の徴収）

第43条市長は、法第18条に規定するものの
ほか、この条例の施行に必要な限度において、
占有者その他関係者に対し、必要な報告を求め

る事ができる。

(立入検査）

第44条市長は、法第19条第1項に規定する

もののほか、この条例の施行に必要な限度にお

いて、その職員をして必要と認める場所に立ち

入り、廃棄物の減量及び処理に関し、必要な帳
簿書類その他の物件を検査させることができ
る ◎

2及び3 （略）

(清掃指導員）

清45条市長は、前条並びに廃棄物の処理及び
減量に関する指導の職務を担当させるため、規
則で定めるところにより、清掃指導員を置く。
(委任）

蒋46条この条例に規定するもののほか、この

条例の施行について必要な事項は、規則で定め
る ◎



第2条による改正

東久留米市廃棄物の処理及び再利用に関する条例新旧対照表
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大ごみ品目別に規則で定める額。


